
宮澤健一名誉教授著作目録

著　　書

r日本の経済循環』春秋祉，1960年（新版1969，三訂1974，第四版1980）

r経済数学一経済分析と数学論理』評論社，1961年

r巨視経済学』至誠堂，1962年（新書版19ア6）

r経済構造の連関分析』東洋経済新報社，1963年

r国民所得理論』筑摩書房，1967年（第二版1976，改訂1978・三訂1984）

r産業の経済学』東洋経済新報社，1975年（第2版1987）

1〃ク〃一0ωψ刎ノ〃1仰兆ω〃肋θ∫〃伽肋焔oヅ1舳o伽θDづ∫〃泌“肋加，Springer－Verlag，

　Berlin，Heide1berg，New　York，1976

r現代経済の制度的機構』岩波書店，1978年

r通論経済学』岩波書店，1981年

r現代経済学の考え方』岩波書店，1985年

『業際化と情報化一産業社会へのインパクト』有斐閣，1988年

『制度と情報の経済学』有斐閣，1988年

rマロク経済学入門一ジュニァ版・国民所得理論』筑摩書房・1989年

編　　著

『産業構造分析入門』有斐閣，1966年

r産業機構』筑摩書房，1971年

『消費者被害救済制度の経済効果に関する研究』（主査）国民経済研究協会，19ア5年

『超インフレ時代』学陽書房，1975年

r産業連関分析入門』日本経済新聞社，1975年（第4版，1984）

r製造物責任と賭償負担』（主査）経済企画庁，大蔵省印刷局，1980年

『演習ミクロ経済学』（監修）同文館，1981年（増補。1983）

r演習マクロ経済学』（監修）同文館，1981年（増補，1983）

r製造物責任の経済学』三嶺書房，1982年

『高度情報化社会の流通機構』東洋経済新報社・1986年

共　　著

『国民所得乗数論の拡充』（篠原三代平，水野正一と共著）有斐閣，1959年
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r賞本構造と企業間格差』（先崎久雄，赤羽隆夫，藤沢正好と共著）経済企画庁経済研究

　所，犬蔵省印刷局，1960年

r日本経済の基礎構造』（川口弘1篠原三代平，長洲一二，伊東光晴と共著）春秋社，

　1962年
『計量経済モデルによる日本経済分析』（馬場正雄，上野裕也，内田忠夫，辻村江太郎と

　共著）経済審議会計量小委員会研究報告，経済企画庁，1965年

r私の日本経済論』長洲一二，美濃部亮吉，渡辺太郎，W．W．ロツクゥソド，小坂徳三

　郎と共著）日本経済新聞社，1967年

『地域経済の基礎構造』（福地崇生，金子敬生と共著）春秋社，1967年

r経済学へのすすめ』（増田四郎・荒憲治郎，山田勇，都留重人と共著）講談社現代新書，

　講談社，1968年
『標準高等・政治経済』（和田英夫。宇田川琿仁，犬畑篤四郎，堀江湛と共著）講談社，

　1973年
『図説商業経済』（木村増三と共著）犬原出版，i982年

r商業経済II』（菊池敏夫と共著）大原出版，1983年

r圓本経済と産業と企業』（小林靖雄、磯部浩一と共著）日本放送出版協会，1989年

共　　編

『新版近代経済学辞典』（山田雄三，小泉明，篠原三代平，荒憲治郎と共編）広文社，

　1966年
『近代経済学講座・計量分析編（全4巻）』（内田忠夫，辻村辻太郎，宮下藤太郎と共編）

　有斐閣、1968年

rヶインズー般理論研究（全3巻）』（小泉明と共編）筑摩書房，1970年

r近代経済学の基礎知識』（新開陽r根岸隆，藤田晴，渡都福太郎と共編）有斐閣、’

　1971年
r現代日本経済論』（新野幸次郎，斉藤謹造と共編）有斐閣，1973年

r現代経済体制諭』（新野幸次郎，斉藤謹造と共編）有斐閣，1973年

r経済学と現代』（新野幸次郎，斉藤謹造と共編）有斐閣，1974年

r原典による経済学の歩み』（中山伊知郎，荒憲治郎と共編）講談社，1974年

rワークプヅク近代経済学』（水野正r中桐宏文と共編）有斐閣，1975年（新版，1987

　年）

r日本産業教室』（竹内宏と共編）有斐閣，1976年

r日本の産業』（全5巻）中の『80年代の基礎産業』（森谷正規と共編）筑摩書房，1980年

r戦後経済政策論の争点』（荒憲治郎，伊藤善市，倉林義正，佐藤隆三と共編）勤草書房，

　1980年

翻　　訳

L　R・クラィンrケインズ革命』（篠原三代平と共訳）有斐閣，1952年（新版1965）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　977
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J．s．ベイン『産業組織論』上・下（監訳）丸善，19ア0年

G．S．ペヅカーr経済理論一人間行動へのシカゴ・アプローチ』（清水啓典と共訳）東

　洋経済新報社，1976年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　〈以上訳書，以下論文翻訳〉

R　A．サミュニルソンr加速度原理と乗数の綜合」高橘畏太郎監訳『サムエルソン乗数

　理論と加速度原理』動草書房，1953年　　　　　　　　　　　　　　　　1
（改訳再録，rカロ速度原理と乗数の総合」篠原三代平・佐藤隆三編集『サミュエルソン経

　済学学体系・1』勤草書房，1979年）

I．フィヅシャー「クールノー論」スビーゲル編『限界効用学派一経済恩想発展史1V』

　東洋経済新報社，1954年
P．んサミ＾エルソンrケインズ論」スピーゲル編r近代経済学一経済恩想発展史V』

　東洋経済新報社，1955年
（改訳再録，「ケインズ卿と『一般理諭』」篠原三代平・佐藤隆三編集rサミュエルソン

　経済学体系・9』動草暫房，19ア9年）

W．W．ロヅクウッドr日本の経済発展』中山伊知郎監訳，第4章「技術」，東洋経済新

　報社，1958年
H．ロソフスキー「日本の資本形成と政府の役割」（赤羽隆夫と共訳）『アメリカーナ』

　第6巻第11号，1960年

論　　文（抄）

　《単行書収録論文》

rクラインrケインズ革命』と雇用の諸理論」小原敬士編r近代雇用理論の展望』東洋

　経済新報社，1949年
「経済発展と産業別生産性」中山伊知郎編r日本経済の構造分析』（上）東洋経済新報社，

　　1954年
rケインズー般理論」伊坂市助他三氏編『原典・痘代経済学』同文館，1955年

r利潤率樒差と独占およぴ分配」（再録）山田雄三・久武雅夫編『経済分析シムポジゥ

　　ム・2経済変動論』日本評論新社，1957年

「消費変動と産業連関」中山伊知郎博士還暦記念論文集『経済の安定と進歩』東洋経済

　　新報社，1958年
　「マノレクス恐慌理論への擬問」（再録）エコノミスト編集部編『対決する二つの経済学』

　　毎日新聞社，1958年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　「成長理論の現状と日本経済の発展」中山伊知郎編r日本経済の解明』東洋経済新報社，

　　1959年
　r日本経済の産業連関構造」篠原三代平編r産業構造』券秋社，1959年

　r開発投資の地域乗数分析」中山伊知郎編r北海道開発論』東洋経済新報社・1960年

　「資本集中と二璽構造」中山伊知郎編『資本蓄税と金融構造』東洋経済新報社，1961年

　r国民所得の分配」，r貨幣・金融の役割」篠原三代平・林栄夫・宮崎義一繍『近代経済
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　学講座』第1巻r近代経済学入門』有斐閣，1961年（改訂新版，1967年）

「産業連関とマネーフ回一」『同講座』第2巻『国民所得の理論』有斐閣，1961年（改訂

　新版，1967年）

「産業連関論の概要」（再録）都留重人編r近代経済学論集』犬学セミナー双書，河出書

　房薪社，1961年

「経済循環の総過程」大石泰彦編『現代経済学入門』有斐閣，1964年

「国民所得の基礎概念」篠原三代平・鎌倉昇編r演習近代経済学』有斐閣，1964年

「重化学工業化と経済構造」小泉明・篠原三代平編『日本経済大系・II日本の産業』青林

　書院新社，1965年

「借手の二重構造」（加藤寛孝と共筆）川口弘・川合一郎編『金融論講座・5日本の金

　融』有斐閣，。1965年

「産業連関論・文献解題」宮崎義一編r近代経済学研究入門』有斐閣，1965年

r景気循環」・r経済成長」荒憲治郎・福岡正夫編r経済学』有斐閣，1965年

「コメント・国際比較からみた日本経済の構造的特質」稲周献一一内田忠夫編『経済成

　長の理論と計測』岩波書店，1966年

「経済成長と景気循環」中山伊知郎編r近代経済学講義』青林書院新社，1966年

r産業連関モデルのテストとシユミレーシ目ン」経済審議会企画部会編『中期経済計画・

　計量経済モデルによる日本経済分析』犬蔵省印刷局，1966年

「地域間産業連関分析の拡充の方向」通商産業省調査統計部編『日本経済の地域連関分

　析』日本経済新聞社，1967年

「貿易乗数の投入産出分析」（邦訳再録）建元正弘・市村真一編『リーディングス・日本

　経済の計量分析』東洋経済新報社，1970年

「国民所得の分配」熊谷尚夫・大石泰彦編r近代経済学・（1）基礎理論』有斐閣，1970

　年

r高度成長の奇跡」杉原四郎・尾上久雄・置塩信雄編『経済像の歴史と現代』有斐閣，

　1970年一

r21世紀のサービス産業」日本リサーチセンター編『スコーレ社会における国土と国民

　経済の設計』東洋経済新報社，1971年

r資本集中と二重構造」（再録）貝塚啓明編『リーディングス日本経済諭・金融政策』日

　本経済新聞社，1972年

「消費者保護の経済学」（再録）建元正弘・渡部経彦編『現代の経済学・5経済政策の新

　次元』日本経済新聞社，1972年

「産業構造の一般的経験法則」，「構造変化の動因と産業機構」篠原三代平・馬場正雄繍

　r現代産業論・（1）産業構造』日本経済新聞社，1973年

「環境回復と消費者主権」（再録）貝塚啓明・安場保吉編『公共経済学の展開』（現代経済

　の課題1）日本経済新聞社，1973年

「価格引き下げ命令と独禁政策」（再録）貝塚啓明・安揚保吉編r現代社会と企業』（現

　代経済の課題4）日本経済新聞社，1974年
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「産業構造」大谷龍造・斎藤謹造編r現代経済学研究案内』有斐閣，1976年

「昭和60年の産業構造」（再録）今井賢一・新開陽一編r転換期の経済政策』（現代経済

　の分析1）日本経済新聞社、1976年

「消費者主権」，「消費者と情報」北川善太郎・及川昭伍編『瀦費者保謹法の基礎』基礎

　法偉学大系，青林書院新社，19η年

r成長パターンの変貌と産業社会」シリーズ『変動の時代』ユ・伊藤善市編r経済の変動』

　朝倉書店，1980年

“Tbe　Dua1stmcture　of　the　Japanese　Economy　and　its　Growth　Pattem，”（再録）

　K，Sato，Editor，1一〃伽〃y舳43伽伽θ∫5づ閉ノψ伽，M．E．Sharpe，Inc．，New　York，

　1980

「産業政策論の争点」篠原三代平博士還暦記念論文集『戦後経済政策論の争点』動草書

　房、1980年

r私権分配の経済理論一プロダクト・ライアピリティ」伊東光晴・新飯田宏編『現代

　経済学・その現状と展望』（宮崎義一教授還暦記念）日本評論社，1980年

rヶインズ経済学世界像の断層」稲毛満春・木村吉男・竹内信仁編r現代財政金融の基

本問題』（水野正一教授選麟己念論文集）有斐閣，198卑年

r制度派」（再録）日本経済新聞社編『現代経済学ガイドー人と理論のプロフィール』

　日本経済新聞社．1985年

ほかに，＜辞典・事典〉への収載論考は省略

　《機関誌・定期刊行物収載》

r乗数分析の三形態とその効果」『研究論集』横浜市立経済専門学校．第35輯，1948年

　10月
「国民所得の三面と乗数」『季刊理論経済学』第2巻第1号，1951年1月

「成長経済学と経済動学」『横浜犬学論叢』第3巻第1号，1951年3月

「ヶインズの経済循環論」『経済研究』第2巻第4号、1951年10月

「所得決定の理論　　その発展と現状」『経済評論』第2巻第5号，1953年5月

r成長経済挙とレオンチェフ体系」『横浜大学論叢』第6巻第2号，1954年12月

r利潤率椿差と独占およぴ分配」『横浜大学論叢』第7巻第1号。1956年1月

r独占度と利潤率に関する若千の考察一1つの補足」『横浜大学諭叢』第8巻第1号，

　1956年11月
r後進国開発計画の計量的模型」『季刊理論経済学』第7巻第3・4号，1957年3月

r独占と合併の測定について」r横浜大学論叢』第8巻第3号，1957年5月

r開発投資のIj地域乗数“分析」r横浜大学論叢』第9巻第1号，1957年9月

r北海適地域乗数の概算」r横浜大学論叢』第9巻第2号，1957年11月

「国際収支と貿易乗数一原料循環を考慮せる新貿易乗数の提案」『横浜犬学論叢』第

　9巻第3号，1957年12月
「独占価樒の理諭と独占カの測定」『エコノミスト』第36年第2号，1958年1月

980



　　　　　　　　　　　　　宮澤健一名誉教授著作目録　　　　　　　　　　（233）

r近代経済学における独占度概念の展望（1）（2）」r経営セミナー』第3巻第2号およぴ

　第4号，ユ958年2月およぴ4月

r貿易乗数と産業連関」r経済研究』第9巻第3号，1958年7月

「横浜経済の資本構成」『横浜経済調査報告書一基礎調査編』神奈川県・横浜市，ユ958

　叢10月
r巨視的開放模型と産業連関分析一新貿易乗数の提案をめぐる再論」r横浜大学論叢』

　第10巻第2号，1959年3月
r産業連関的波及と消費の波及効果一一つの応用例の計渕について」〔先崎久雄と共

　筆）r一橋論叢』第41巻第5号I1959年5月
r日本における規模別資本構造と生産性開差」（先崎久雄と共筆）r経済評論』第8巻第

　10号，1959年9月
r二重構造は解消するか一60年代の産業構造」rエコノミスト』別冊（“黄金の60年

　代”を展望する），1959年10月

「産業連関分析と分配構造（一）一波及効果分析の一拡充」（柵木信吾と共筆）r横浜市

　立大学論叢』第11巻第1号，1959年ユO月

「産業連関分析と分配構造（二）」一（同上）『同論叢』第11巻第2号，1960年1月

“Foreign　Trade　Multip1ier．Input－Output　AnaIysis　and　the　Consumption　Fmction，”

　g舳〃〃砂∫o〃伽1o∫亙ω閉o舳北5，Vol．74，No．1，Feb．1960

r二璽構造を資本面から分析する」rエコノミスト』第38年第17号，1960年4月

「産業連関と分配構造」（柵木信吾と共筆）『季刊理論経済学』第11巻1・2号，1960

　年6月

r所得理論の動態化と多部門分析」r経済セミナー』No・45．1960年7月

r中小企業の金融的地位と企業間格差」r商工金融』第10巻第10号，1960年10月

r企業間格差と金利構造」r金融ジャーナル』第1巻第3号，1960年12月

r国民経済計算論と経済的機能分析」r経済評論』第9巻第15号，臨時増刊（1960年の

　日本の経済学），1960年12月

“Capi包1Stmcture　by　Firm－Size，”（with　Y．Shimizu　and　others），昆o伽〃6肋5〃助

／刎舳1・・Eω刎肋Plα舳伽g伽仰，肋蜆州・肋〃舳，N。．6，F．h1961

r金利政策の効果をめぐる最近の論争」r横浜市立大学論叢』第12巻第3号，1961年3

　月

r資本集中と企業系列化」r金融ジャーナル』第3巻第3号、1962年3月

r資本形成と経済開発」r横浜市立大学論叢』第13巻第2号、1962年3月

r中小企業と産業連関」国民金融公庫r調査月報』No・19．1962年10月

r横浜港における港湾労働需給調査』（共同執筆）神奈川県，1962年

r第三次産業と産業連関（上）」r横浜市立大学論叢』第14巻第1号，1962年11月

r第三次産業と産業連関（下）」r横浜市立犬学論叢』第14巻第2号，1963年2月

rサーピス産業活動と物的生産」r商工金融』第13巻第2号，1963年2月

r経済における巨視的視角と微視的視角」r思想』468号、1963年6月
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r物的生産とサービス活動の連関分析」r経済研究』第14号第3号，1963年7月

「横浜の経済循環と市民所得の馳向」『統計横浜』No．134．1963年7月

“Interindustry　Analysis　and　the　Stmc亡皿e　oi　Income－Dis虹iblユtion，””〃oεεo伽〃伽，

　Vo1，XV，F朋一2＿3，Agosto－Dicemb祀1963

「地域経済と産業連関の構造一地域間逆行列係数の分解表示にっいて」『横浜市立大学

　諭叢』第15巻第2号，1964年3月
r日本成長経済の現段階」『世界』221号，1964年5月

“The　Dua1stmcture　oi　the　Japane5e　Econ01皿y　and　its　Growth　Pat㎏rn，”　丁加

　1〕例偉’oが免8＆o伽閉加5，vo1．2．No・2，J1ユne1964

r市民所得一穣浜市の経済循環と所得構造の特質」横浜市立大学経済研究所『横浜の

　経済と社会』同研究所，1964年

r重化学工業の産業連関分析」日本産業構造研究所・調査年報，No・6r昭和36年産業

　連関表の作製による我が国重化学工業の分析』1964年9月

「地域経済の連関モデルとその適用一北海道・その他地域間連関構造の実証」日本産

　業構造研究所『調査月報』No．52．1965年1月

r中小企業金融と金利椿差・企業間信用の動態」r商工金融』第15巻第6号，1965年

　6月
r国民経済計算の統合」，rマネー・フロー一国民貸借対照表との関連」r経済セミナー』

　Nα112，臨時増刊（新国民経済計算と目本経済），1965年9月

“Intemal　and　Extem乱1Matrix　Multip1iers　in　the　Input－Outplユt　Mode1，”H伽兆肋α∫〃

　ノo〃舳1o∫Eoo〃o〃c5，vo1．7，No，1，June1966

『国民経済と神奈川県経済』（共同執筆）・神奈川県，1966年

r高度成長と地域経済の変貌」別冊『潮』夏季号（日本の将来），1966年ア月

「産業べ一ス：商品べ一スの変換と生産係数一国連SNA新提案とケムブリッジ方式

　へのコメント」r一橋論叢』第56巻第5号，1966年11月

「低開発国と産業連関分析」アジア経済研究所rアジァ開発理論の諸間題』研究参考資

　料117集，1967年
“Input－OuΦut　Anlysis　and　Interre1ationa1Income　Multiplier　as　a　Matr氏，，別〃∫一

　肋α5肋∫o〃舳1oアEω仰o刎｛6s，Vo1．8，No－2，Feb．1968．

r明石鳴門架橋の投資効果の計量分析一西日本経済分析用・地域間産業連関の拡犬モ

　デルによる計量分析』（主査執筆）統計研究会，1968年

「所得連関乗数の理論と計測」一橋大学研究年報r経済学研究』13．1969年3月

r経済構造の連関分析」（学位論文要旨）r一橋論叢』第62巻第3号，1969年9月

“An　Ana1ysis　of　the　Interdependence　between　Service　and　Goods－Pmducing　Sec－

　tors，”Y〃召σ〃伽〃8〃ツEω伽榊4σG榊ω〃C舳｛倣　1）兆舳∫∫｛o〃P蜆仰7，No．92，Au3

　1970．

r新SNA投入産出表と技術仮説」r一橘論叢』第65巻第5号，19ア1年5月
“An　Ana1ysis　o土the　Interdependence　between　So正vice　and　Goods－P正oducing　Sectors，I，
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　H伽κ肋伽〃／o〃舳1o∫Eω伽刎加s，vo1．12，No．1，June1971．

r産業経済論の領域と方法」r一橋諭叢』第6ア巻第4号，1971年4月

「寡占的価格形成に対する独禁政策の有効性」rジュリスト』No．511．1972年8月

「後記・経済の安定と遼歩」『中山伊知郎全集』第9集，講談社，1972年

「消費者保護の経済学」（上・中・下）『国民生活』Vol．3，No．1，2，3．1973年1，2，3月

r消費者主権の諭理と現実」rESP』VOl．2，No．1，19ア3年5月

rサーピス経済論をめぐる一展望一情報サーピス産業化と公共経済」r一橋論叢』第70

　巻第1号，1973年7月
r産業政策の理念と市場機構」r東洋経済・近代経済学シリーズ』No・29・1974年6月

r消費者主権とその実現条件」r季刊現代経済』Nα15．1974年12月

「個格の原状回復命令の経済理論」『経済評論』（全面特集・独占禁止法）第23巻第13

　号，1974年12月
「課徴金・原状回復命令のねらいと問題点」『週刊東洋経済・臨増総特集・独禁法改正』

　No．3854．1975年2月
r独禁法改正への五つの基礎的ポイント（独禁法改正に対する私の意見）」r季刊現代経

　済』No．16．1975年2月

「現代産業組織と消費者問題」『経済評論』第24巻第5号，19ア5年5月

「消費者救済と価格機構」『企業環境』Vo1．12，No－1．1975年5月

r福祉経済の形成と市場・法制機構」『東洋経済・近代経済学シリーズ』No．33．1975年

　7月
rインフレーシ目ンと福祉」『経済評論』第25巻第2号，19ア6年2月

r産業連関の価格・物量リンク・モデルによる生産・消費・貿易構造の展望」『一橋論叢』

　第76巻第2号，19ア6年8月
r近代市民法と現代の経済機構」『季刊現代経済』No－24．1976年9月

r福祉経済における効率と公正」日本銀行『貯蓄時報』N0，111，19ア7年3月

r不確実性の経済学一失われた行醐基準の再生を求めて」『週刊東洋経済・臨増・金融

　と銀行』No－4035，19η年10月
rアイデァの市場とノンプロフィット・インスティテユーション」r電波情報の地域経済

　社会的効果の研究』続計研究会，1978年

「製造物責任の経済学一企業無過失責任制に揺れる経済機構」『週刊東洋経済』No．

　40ア9．1978年6月

r新SNAの活用と今後の課題」『週刊東洋経済・臨時増刊・新SNA特集』4101号，

　1978年11月
r産業政策の純化を求めて」『東洋経済・近代経済学シリーズ』No．46．1978年10月

r経済構造における消費者g地位」rジ＾リスト・総合特集』No・13．1979年1月

r私権分配と市場・組織・保険」r経済セミナー』No・297．1979年10月

r新SNAの役割と活用をめぐる主論点」r季刊国民経済計算』No・45・19ア9年11月

“Modem　Civil　Law　and　the　Contemporary　Economio　Mechanism，as　Viewed　in
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　Japa■・”ノ砂伽蜘8垣ω刎o肋あ∫’〃加5，vo1．8，No．3，Spring1980．

r国民所得と県民所得の計数調整の主論点」r季刊国民経済計算』N⑪・48．1980年6月

「不確実性と保険およぴ企業責佳ノレーノレ」rピジネス・レビュー』Vo1．28，No．2．1980年

　g月
r私権再分配と市場機構」r季刊理論経済学』第33巻第1号、1982年4月

r”期待“分析の分裂（または炸裂）」日本銀行r金融研究』第3巻第1号，1984年4月

「産業経済学的領域和理論基礎（楊治・陳准摘訳）」中国社会科学院『経済学訳双』創刊

　30周年号，1984年第4期，1984年4月
r一橋経済理論の伝統と現代」r一橋論叢』第93巻第4号，1985年4月

r経済と国民生活のかかわり一制度デザインの効果と現実」rESP』No・158．1985年

　6月
r産業分析と経済学の方法」r産業学会研究年報』N0．1．1986年3月

「再浮上する製造物責任問題の背最」r国民生活』Vol．6，N0．ア，1986年7月

r公共サーピス化と医療経済の産業連関」r季刊社会保障研究』VOl．22，Nα3．1986年

　12月
「連結の経済性：その根拠と展開」rRIRI流通経済』VO1、ユ9，N0．2．1987年2月

r政府・民間r分担経済」の時代へ一構報化・高齢化の接点を考える」rエコノミス

　ト』第65巻第15号，創刊65年記念号，1987年4月
rサーピス化，情報化，ネットワーク化と産業社会」r一橋論叢』第97巻第5号，1987

　年5月

「構造調整をどう捉えるか」rECO－FORUM』Vol．6，No－2，198ア年7月

rコメント・福祉国家の再検討にむけて」r季刊社会保障研究』Vo1．23，No，2．1987年

　g月
rフォーラム・変化動向の捉え方」r一橋論叢』第99巻第4号，1988年4月

「制度派ルネヅサンスー現代経済挙の新たな潮流」r国際研究論集』八千代国際大学紀

　要，第1巻第1・2合併開学記念号，1988年4月

「円高経済下で変容する流通機構」rエコノミスト』第66巻第40号，1988年9月

r新SNA移行10年一その経験と課題」r季刊国民経済計算』N0・80．1989年1月

　ほかに，＜解説・展望・時評〉，＜講演記録・座談会〉は省略

随想・巻頭言・新聞掲載論考

r学窓と時代の流れ」r清水ケ丘』1957．1957年12月

rわたしの研究一経済的波及効果の計測と間題点」r東洋経済新報』第2857号，1958

　年10月
r”と“と”の“の話し」r一路会誌』復刊第2号，1958年12月

「学界散歩」rエコノミスト』1961年7月18日，10月24日

r最近の日本経済論潮」r図書新聞』614号，1961年7月29日

r二重構造論一近経とマル経の接近点」r東京犬学新聞』186号，1961年11月8目
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「戦略的文章の味」r研修』第14号，1962年

r池因経済成長丸の行方」（夏休みに占う）r神奈川新聞』1962年8月27日

「景気の底流を切る」（インタウ’ユー）『日本経済新聞』1964年6月27日

r現代とケインズ経済学」r図書新聞』906号，1967年4月22日

「所得形成と所得連関乗数」（やさしい経済学）r日本経済新聞』1967年10月

r消費依存型への移行」（けいざいロータリー）r毎日新聞』1968年10月15日

rサーピス活動と物的生産」（やさしい経済学）r日本経済新聞』1968年3月

r入門書のしるぺ・国民所得」r日本経済新聞』1968年6月3日

r現代産業機構の特性」（やさしい経済学）r日本経済新聞』1968年9月

r産業組織論の要点」（やさしい経済学）r日本経済新聞』1969年2月

r国民総生産と市場機構」（やさしい経済学）r日本経済新聞』1969年9月

r公害一その法制と経済計算」rジュリスト』N0・440．1969年12月

rコングロマリヅトと合併規制」（やさしい経済学）r日本経済新聞』1970年4月

rSNA新産業連関表と技術仮説」（やさしい経済学）r日本経済新聞』1970年11月

r産業政策の基礎論点」（やさしい経済学）r日本経済新聞』1971年7月

「サーピス経済化の背景」（やさしい経済学）r日本経済新聞』ユ972年1月

「消費者保謹の経済学」（やさしい経済学）『日本経済新聞』1972年1月

「一数学教師の記録」rY校九十周年記念誌』記念誌編集委員会，1972年10月

r市場経済一福祉優先の道」（経済教室）r日本経済新聞』1972年11月30日

r市場機構の現代的再確立」（巻頭言）r日本経済研究センター会報』第195号，19ア3年

　3月
r美術展から覗いたアメリカ」r日本之経済』第17巻第1号，1973年1月

「環境回復と消費者主権」（やさしい経済学）r日本経済新聞』19ア3年4月

r産業連関とサーピス情報経済」（やさしい経済学）r日本経済新聞』1973年10月

r現代経済のインフレ機構」（やさしい経済学）r日本経済新聞』1974年3月

r産業構造転換の哲学」（巻頭言）『工業立地』VOl．13，No．8．1974年8月

r価楕引き下げ命令と独禁政策」（やさしい経済学）r日本経済新聞』1974年9月

r暮らしの中の経済のしくみ」（巻頭言）r国民生活』VOL4，No・一12．1974年12月

r産業組織と瀦費者」（やさしい経済学）r日本経済新聞』19ア5年5月

r法制と経済の中の”人“」（巻頭言）r日本経済研究センター会報』No・254，19ア5年8月

r昭和60年の産業構造」（経済教室）r日本経済新聞』1975年9月16日

「罪と罰の経済学」（やさしい経済学）r日本経済新聞』1976年4月

r組織と市場」（やさしい経済学）r日本経済新聞』1977年2月

r“健康”と悪魔のことぱ」r月刊健康』No．161，19ア7年9月

r所有権制度の経済的機能」（やさしい経済学）r日本経済新聞』1978年1月

「言葉には魔性がある」r経済セミナー』N0－278．1978年3月

rマノレクス観断面」r経済セミナー・増刊』（マルクス経済学のすぺて）1978年6月

「“ものさし”考」r如水会会報』No．582．1978年10月
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「私檎分配の経済学」（やさしい経済学）r日本経済新閾』　19ア8年10月

「新しい時代に入った消費者問題」（巻頭言）rMATSUYA消費者相談室憎報』Nα1．

　1978年11月
「主言のない世界」r月刊健康』N0－183．1979年7月

r不確実性と保険市場」（やさしい経済学）r日本経済新聞』1979年9月

r欠陥商品の賠償を企業責任に」（経済教室）r日本経済新聞』1980年4月ア目

r国家介入の制度化是非論」（やさしい経済学）r日本経済新聞』1980年5月

r人気教授の180年の講議内容公開」（インタヴユー）rang1・』Nα36．1980年6月

「犬平哲学の源流」r如水会会報』N0，607．1980年11月

r（私の信条）立脚点を考える」仏教振興財団『心の糧』第11巻第12号，1980年12

　月

「国民経済計算改訂の意義と問魑点」（経済教室）r日本経済新聞』1980年i2月9日

r相対性」r如水会会報』N0，609．1981年1月

r概木教授と経済数学」r横浜市立大学論叢』第32巻第1号，1981年1月

「命名」（巻頭言）r日本経済研究センター会報』No．390．1981年4月

「国際化について」rアイセヅク・ブローシャ』1981年6月

r相対性にっいて」（巻頭言）rアルファ』VO1，8，N0・86．1981年7月

r三大学体育犬会への期待」r三犬学（旧三商大）体育大会第21回犬会号』1981年7月

「商法講習所廃止と渋沢翁」r青淵』第392号，渋沢栄一翁没後50周年記念特集，1981

　年11月
「中山経済史観のゆくえ」中山伊知郎先生追想記念文築『一路八十年』中央公論事業出

　版，1981年

r大平哲学のふるさと」r大平正芳回想録・追想編』回想録刊行会，1981年

r肖像画について一肖像画の肖像」r一橋小平学報』第84号，1982年1月

r随想二題」r山岡育英会会誌』N0・17．1982年1月

『国立大学学長団中国訪問記』（分担執筆）国立大学長訪中団，1982年2月

r中山先生とフィルム謹」r一路会誌』50周年記念号，1982年3月

r中国高等教育視察雑感」r如水会会報』N0・624．1982年4月

r中国の印象一時空を越えて」r統計研究会ニューズ』VO1，1，No．2．1982年5月

rオールに賭ける」r東大・一橋大対抗競漕大会第34回』1982年5月

r草創と伝統と一r一橋のテニス』の出版を祝って」r一橋のテニス』中央公論事業出

　版、1982年
r流通機構と公共政策」（やさしい経済学）r日本経済新聞』1982年5月

r最近の消費者像」東芝『消費者プロフィール』1982年5月

「コンビュータと人間の組織」r三菱総研MCCニュース』N0－30．1982年6月

「経済政策実施の“場”」（巻頭言）rESP』No．123．1982年7月一

「“分った振り”すること」（巻頭言）r統計研究会ニューズ』Vol．1，N0・3．1982年9

　月
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「時代と学生を語る」（インタヴユー）r一橋祭’82』第3号，1982年10月

r受験生の諸君へ」国犬協・公犬協・大学入試センター編『国公立大学ガイドプヅク』

　（昭和58年版），第一法規，1982年

「商法学校開設と時代思潮」rY校百年史』百年史編集委員会，1982年10月

「一橋大学学問史に寄せて」一橋大学創立百年記念r一橋大学学問史』学園史編集委員

　会，1982年12月（再掲，r一橋大学学問史』学園史刊行委員会，1986年3月）

rものを見る角度」r山岡育英会会誌』No．18．1983年1月

「スポーツと現代」r一橋スポーツ』第14号，ユ983年3月

r情報社会こうみる」（昭和60年代ピジ目ン）r日本経済新聞』1984年1月3日

「金融学会創立40周年に寄せて」金融学会編r金融学会の創立と初期の活動』東洋経

　済新報社，1984年

「流通市場を活性化する技術革新」（経済教室）r日本経済新閾』1984年7月19日

r不確実性と情報の周辺」（やさしい経済学）『日本経済新聞』1984年9月

r新聞一その情報機能の変質」r世界』第468号，1984年11月

r競争と制御」（巻頭言）日本学術振興会r学術月報』Vol．37，No．9．1984年12月

「真の「友」を育てる」『一橋のゼミナール』戦後篇，学園史編纂委員会，1985年3月

r宗教と日本人」r郵政』第37巻第5号，1985年5月

r人と理論の200年一制度派」（やさしい経済学）r日本経済新聞』1985年6月

rマク回統計の宿命一名目GNPの修正」r朝日新聞』1985年10月5日
r現代産業分析一日本の産業構造」（やさしい経済学）r日本経済薪聞』ユ985年11月

r年金資金本来の運用を」（インタヴユー）r週刊社会保陣』No．1363．1986年1月

「ディレギ＾レーションの哲学」（巻頭言）rESP』Nα167．1986年3月

r年金のr制度改革」と資金運周」（巻頭言）r季刊社会保陣研究』VOl，21，No・4．1986

　年ヰ月

r（交遊抄）官学交流事始め」『日本経済新聞』1986年5月5日

r産業社会，“連結の経済性”追求」（経済教室）r日本経済新聞』1986年9月11日

r明治期洋画の先達と一橋」r一橋大学二＾一ス』1986年11月

r“時間”を堰止める」r如水会会報』N0・681，198ア年1月

r馬場正雄教授への追想」rESP』No．188．1987年2月

r情報化と“連結の経済性”」（やさしい経済学）r日本経済新聞』1987年9月

r“守破離”の呼吸」『学術月報』Vol・41，N0・5．1988年5月

r経済書の戦前・戦後を顧みて」（インタヴユー）r春秋』創刊300号記念号，1988年7

　月

「“情報”への期待と信頼と」r社会傑険旬報』1638号，1989年1月1目

r凝集された時間相の中で」r一橋小平学報』第98号，1989年1月

r基本的な発想から再検討」（インタウ㌧一）r週刊社会保障』No－1524．1989年2月

r人間の記億と機械の言己億」r社会傑険』第40巻7号，1989年7月

r個人と組織，そして僧頼と条件づけ」r書斉の窓』No・386．1989年7・8月・
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（240）　　　　　　　　　一橋論叢　第102巻　第6号

　ほかに，〈書評〉その他は省略

《ノ｛ンフレソト》

『日本の産業構造』（地銀協・金融経済基礎コース，No・4）全国地方銀行協会，ユ964年

　～1968年，各年度版

r経済金融入門』（地銀協・金融経済基礎コース．N0－1）全国地方銀行協会，ユ9η年一

　1981年，各年度版

r経済学の考え方』（地銀協・金融経済基礎コース，No・2）全国地方銀行協会、1979年

　川1981年，各年度版

r一橋経済理論の伝統と現代一理論と歴史およぴ制度』（橘問叢書I第3号）一橘の学

　問を考える会，1982年1月

rマネタリストとヶインジァンの諭争一財政金融政策の有効性をめぐって』（1）（2）

　（エグゼクティヴ・アカデミー・シリーズ）新井経済研究所，1985年1月，2月
『目本経済のサーピス化・情報化一その評価のための視角』（経済問題研究会）新井経

　済研究所，1986年4月

r憎報化と業際化が産業社会を変える一r連結の経済性」の理論：序説』（IDE研究

　資料，N0・103）流通間題研究協会，1987年12月
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